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森の活動は1992年から（バブル崩壊の翌年に就活）。
就活は何をしていいのかわからず苦労した。
就活後、同じく悩む後輩たちが集まってきた。

履歴書の書き方を中心に指導、森ゼミ開始！

文章の書き方、話の仕方・聞き方を教える（基礎）。
相手が読みたくなる文章やプレゼン法も教える（応用）。
企業の見方・仕事の探し方をともに研究するようになった。
学生時代の過ごし方を一緒に考え、実践させ、時にともに行動。

2008年から、アジアの学生たちにも、手弁当でキャリア教育の講義を実施。
（中国、インドネシア、オーストラリア、ベトナムなど）

2015年のベトナム移住により本格化させる。



日本経済新聞2018年8月27日

■大手志向は国内学生以上

国内の大学を卒業・修了して国内で就職する留学生は15年度で8367人。留
学生全体の国内就職率は約35%にとどまる。政府は16年にまとめた「日本再
興戦略」で、留学生の日本企業への就職率を5割に高める目標を明記した。
ディスコが17年12月に実施した企業向け調査では18年度に「採用する予
定」と答えたのは57.8%と、企業の採用意欲も高まっている。

一方で17年度に採用できた実績のある企業は35.4%にとどま
る。ディスコの担当者は「意欲は高くても、採用の現場では日本語能力や
出身国・地域のバランスを考慮して結果的に採用を見送るケースも多い」
と指摘する。中小企業などが留学生の採用意欲を高めても、留学生が国内
学生より大手志向が強いため中小を受けていないことも影響しているよう
だ。



留学生採用の問題

学生

・両親が知っているような企業に就職したがる（大手志向）

・英語や母国語情報が少ないため、情報の接触が難しい

・企業の求めることが理解できていない（日本の特異性）

企業（一部の企業は除く）

・日本人と同じスタイルで選考を行う（筆記テスト、履歴書、面接）

・職種や勤務地、キャリアパスを示さない

・明確な選考基準がなく、行き当たりばったりで面接をしている



私が企業にしている助言から、

日本の就活の特異性と現状を

理解していただきたい。



企業へ、助言していること。採用前。
１、日本語能力を問いすぎない。
日本語力をみるなら、簡単な文章を書かせる（10～20分）。

「日本の良いところと悪いところ（理由も）」「あなたの国の良いところ悪いところ（理由も）」「日本人の親友を紹介してください」

「ホッカイロ、蚊取り線香、駄菓子」の意味を書いてください。

２、採用したい人物像を明確に。
年齢・性別/性格スキル/学ぶ意欲・仕事に向かう姿勢・キャリアパス/

仕事のスキル・経験/日本語力・日本の理解と順応性（親和性）

３、条件や仕事内容と条件面は具体的にかつ詳細に。
×「委細面談」「給与は応相談」「給与は経験による」

４、質問は具体的にする。崩した日本語で聞かない。丁寧語使用。
×「エクセルは使えますか」と聞くと、多くの留学生は「できる」「できない」で答える。どこまでのスキルがあるか具体的に聞く。

５、入社後のキャリアパス（プラン）や研修サポートも具体的に。
スキルアップ費用をケチらない。「転職はするもの」と理解し、「いつまでも感謝される企業で」という発想で。

６、求人情報に、定番フレーズや使い古された表現は使わない。
「家族的なアットホームな雰囲気」「地球にやさしい」「心に寄り添う」

＊ただし、「未経験者歓迎」の一言があると応募に心が動く



企業へ、助言していること。採用後。
１、「石の上に3年」はない、という覚悟。

成長できる土壌（研修などの支援）とチャンスがある。

２、考え方の違いを受け入れる。先入観はできるだけ排除する。

３、日本語はハイコンテクストな言語と自覚。

伝わらないときは、聞き手の責任になる言語。

４、擬音語や擬態語は通じない（日本独特の音が多い）。

５、謙虚表現や社交辞令は誤解を生む。

「うまくできるかどうかわかりませんが」

「右も左もわかりませんが」

「困ったときはいつでも連絡を」

６、独特の上下関係と、肩書重視・呼び

７、人前で叱らない。陰で、人を叱らず、失敗したコトを叱る。



学生へ、助言していること。

１、何をどう書けばいいのか（話せばいいのか）。

相手は何を知りたいのか。

２、どんな相手がいるのか。

相手を選ぶためには何を知る必要があるのか。

３、自分の将来はどうしたいのか、どうありたいのか(目的と手段の明確化）。

・社長になるのは手段、社長になって何がしたいのかが目的。

・商社に入りたいは手段、商社に入って自分がどうなりたいのか・ありたいかが目的。

４、なぜ日本に来たのか。日本で何がしたいのか（日本で学べること・できること）を

今一度考える。

・3年後・5年後、できれば、10年後の自分の姿を考える。



さらに。

・ルーブリックなどの基準を作り、欲しい人材像を明確にする

・筆記試験も母国語（または英語）で課す

・母国語での面接

・職種、勤務地、ステップの明確化

・年功序列の廃止
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明日の日本のために、みんなで知恵を絞り、行動していきましょう。


